
１．件名：日本原子力発電株式会社東海発電所及び敦賀発電所１号炉の廃止措置計画変更

認可申請に関するヒアリング 

２．日時：令和２年１０月２１日（水） １６時００分～１８時００分 

３．場所：原子力規制庁 ９階Ａ会議室（一部 TV 会議システムを利用） 

４．出席者（※・・TV会議システムによる出席） 

原子力規制庁 

原子力規制部 

審査グループ実用炉審査部門  

藤森安全管理調査官、塚部管理官補佐、御器谷管理官補佐、櫻井安全審査官 

  技術基盤グループ 

   核燃料廃棄物研究部門 片山核燃料廃棄物政策研究官 

 

 日本原子力発電株式会社 廃止措置プロジェクト推進室 部長 他１２名※ 

 中部電力株式会社 廃止措置計画課 １名※ 

 関西電力株式会社 原子力事業本部 廃止措置技術センター リーダー 他１名※ 

 九州電力株式会社 原子力発電本部 廃止措置計画グループ 副長 他１名※ 

 四国電力株式会社 原子力本部 廃止措置グループ 担当 １名※ 

 東京電力ホールディングス株式会社 原子力・立地本部 廃止措置準備室 主任 １

名  

 ※ 

 

５．要旨  

 （１）日本原子力発電株式会社から、東海発電所排気筒短尺化について、資料に基づ 

  き説明があった 

 （２）これに対し、原子力規制庁は、以下の点を含め今後の審査にて引き続き確認し

ていく旨を伝えた。 

  ・排気筒の短尺化について、性能維持施設から排気筒を削除する理由を説明するこ 

  と。 

 （３）日本原子力発電株式会社から、敦賀発電所１号炉燃料プール冷却系冷却機能 

  停止について資料に基づき説明があった。 

  ・燃料冷却系冷却機能停止試験において、プール水の循環運転を継続しない場合に 

  おいても、６５℃に対して十分な余裕がある事を説明すること。 

 （４）日本原子力発電株式会社から、了承した旨、回答があった。 

 

６．その他 

 提出資料 

  ・資料３－４－２ 敦賀発電所１号炉燃料プール冷却系冷却機能停止に係る廃止措 

   

・資料３－５－１ 東海発電所性能維持施設の性能等について 



・資料３－５－２ 敦賀発電所１号炉使用済燃料プールの水温測定結果について 

  ・資料３－６－２ 敦賀発電所１号炉使用済燃料の冷却に係る性能維持施設の変更 

  ・資料３－７－１ 東海発電所排気筒短尺化に関する説明書 

  ・資料３－７－２ 敦賀発電所１号炉核燃料物質の貯蔵状況及び崩壊熱の推移につ 

   いて 

 

 

 

 

 

 


